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組合からのお知らせ

１．全国農業機械整備技能士会創立３０周年記念式典

・日時：平成２４年２月２８日（火）、午後３時～

・場所：メルパルク東京 孔雀・牡丹の間

東京都港区芝公園２－５－２０

・記念式典（開会のことば、主催者あいさつ、３０年のあゆみ報告等）

来賓挨拶をする農林水産省雨宮審議官（生産局担当）

・出席者：宮坂技術顧問

注）商系団体の情報交流の場として招待されました。

２．平成２３年度 植調関東支部雑草防除研究会・関東雑草研究会合同研究会

・日時：平成２４年３月２日（金）、午前９時１５分～午後７時３０分

・場所：文部科学省研究交流センター 茨城県つくば市竹園２－２０－５

（１）関東雑草研究会講演会「雑草と病害虫の相互作用」

・「病害虫防除からみた雑草研究への期待」 田中幸一（農業環境技術研究所）

・「雑草における侵入害虫の発生生態」 池田二三高（元静岡農業試験場）

・「野生草本を宿主とする病原菌とそのデータベース化」月星隆雄（農研機構・畜草研）

・「英国における植物病原菌を用いたイタドリの伝統的生物防除」黒瀬大介（農環研）

・「進化する外来植物—ブタクサハムシに対するブタクサの適応進化」深野祐也

（九州大学大学院システム生命科学府）

（２）植調関東支部雑草防除研究会「最近問題になっている水田雑草」

・「水稲刈跡処理と田植後処理を組み合わせたクログワイの防除効果」田中研一

（茨城県農業総合センター専門技術指導員室）

・「クサネムの現状と対応状況」 菊池清人 （栃木県経営技術課技術指導班）
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・「コウキヤガラの現状と対応状況」椎名伸二（千葉県担い手支援課 専門普及指導室）

・「山梨県におけるシズイの現状」上野直也（山梨県総合農業技術センター 栽培部作物特

作科）

・「神奈川県におけるＳＵ抵抗性コナギの現状」野村研（神奈川県農業技術センター野菜作

物研究部）

・「最近気になる数種の水田雑草」上野敏昭（埼玉県農林総合研究センター水田研究所）

・「雑草イネの現状と対応状況」 酒井長雄（長野県農業試験場作物部）

・「問題雑草と除草剤の評価手法」 濱村謙史朗（日本植物調節剤研究協会研究所）

今回の発表の中での注目は、脱粒性を伴う赤米「雑草イネ」の現状対応についてである。

2 月の全農薬地区会議【関東・甲信越地区】でも公益財団法人 日本植物調節剤研究協会の

田中十城さんからご講演頂いたが、今後問題になりそうなので以下に概要を記す。

長野県の酒井長雄さんの発表では、長野県下では雑草イネの拡大で以下の被害が確認さ

れているとの報告があった。①雑草イネによる減収率は最大２５％程度を確認。②雑草イ

ネの混入により、農産物検査法では「規格外」となる。 また、JAS 法により品種名の表

示記載が出来ない。③直播栽培での発生が多いため長野県では湛水直播面積が４５０ha か

ら３００ha 以下に減少。このため、直播栽培等の低コスト稲作の後退が懸念されている。

雑草イネは栽培イネと同じ植物種でありながら、収穫物への赤米混入被害をもたらす水

田の強害雑草である。すでに長野県では上記のように多数の被害が報告され、発生地域は

徐々に拡大してる。雑草イネは水稲除草剤だけでは防除できず。栽培イネに紛れて生育す

るので水田内で見つけることも困難。このため、本年 1 月、中央農業総合研究センターと

長野県との共同研究結果に基づいて、被害軽減のための「雑草イネまん延防止マニュアル」

が中央農業総合研究センターで作成された。 収穫物に赤米を見つけた ら、このマニュア

ルを参考にして、被害を最小限にくい止めて頂きたい。

「雑草イネまん延防止マニュアル」以下のアドレスから入手出来ます。

http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/files/zassoi.pdf

農家向けチラシ 発表する長野県農業試験場作物部の酒井長雄さん
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・情報交換会「カフェテラスカメリア」

・出席者：宮坂技術顧問

３．財団法人 残留農薬研究所 第 92 回理事会・第 51 回評議員会

・日時：平成２４年３月２７日（火）１５：００～１７：００

・場所：「理事会」法曹会館２階 高砂の間、「評議員会」法曹会館３階 富士の間

・議事：

平成２４年度事業計画及び収支予算に関する件

平成２４年度借入金の借入最高限度額決定に関する件

定款の一部変更に関する件

役員及び評議員に対する報酬等及び費用に関する規定の一部変更に関する件

調査研究実施規程の一部変更に関する件

基本財産に関する件

専門委員の選任に関する件

その他

・出席者：青木理事長、羽隅監事、事務局（堀江専務理事）

４．一般財団法人 残留農薬研究所 第 93 回理事会

・日時：平成２４年４月１０日（火）１０：３０～１２：００

・場所：研究管理棟２階特別室

・議事：

常務理事の理事長職務執行順序に関する件

常務理事及び業務執行理事の担当業務に関する件

理事の月額報酬及び賞与に関する件

規程類の改正に関する件

その他

・出席者：羽隅監事

５．第１１回執行部協議会

・日時：平成２４年４月１３日（金）１３：００～１４：００

・場所：全農薬ビル会議室

・議事：

全農薬受発注システム（事業化）について

執行部協議会、各委員会の課題について

その他

・出席者：青木理事長、宇野副理事長、松木理事相談役、事務局（堀江専務理事）
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６．各委員会

・日時：平成２４年４月１３日（金）１３：００～１４：００

・場所：全農薬ビル会議室

・議事：

「総務委員会」

・全国農薬協同組合規約（組合員の与信限度額）の変更について

・その他

・出席者：大森副委員長、金井監事

「経済活動委員会」

・新規導入品目（殺鼠剤、なめくじ駆除剤）の３月末実績、推進について

・スナップショット粒剤の３月末実績、推進について

・新製品導入活動について

・その他

・出席者：池田委員長、栗原副委員長、伊藤理事

「教育安全委員会」

・平成２４年度農薬シンポジウム開催について

・第３９回安全協常任幹事会について

・平成２５年度支部助成金の支出について

・その他

・出席者：田中委員長、上田副委員長、松村理事、高津理事、事務局宮坂技術顧問

「ＩＴ・広報委員会」

・全農薬受発注システムについて

・拡張機能（案）の具体化について

・その他

・出席者：北濱委員長、金子監事

７．第２５７回理事会

・日時：平成２４年４月１３日（金）14:15～16:45

・場所：全農薬ビル会議室

・議事：

組合員の脱退について

全農薬受発注システム（事業化）について

平成２４年度地区会議報告と次年度について

平成２４年度執行部協議会、各委員会検討課題について

全国農薬協同組合規約の変更について

中間決算報告について
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支部別特別奨励について

全農薬受発注システムの組合員利用状況について

各委員会活動状況、活動報告について

その他

・出席者：青木理事長、宇野副理事長、松木理事相談役、他理事 10 名、監事 3 名、事務

局（堀江専務理事、宮坂技術顧問、安孫子会計主任）

組合員の動き等

組合員本社、支店、営業所移転

【山形県】

組合員名：アグロ石川株式会社 本社

・新住所：〒996-0002 新庄市金沢 1441-9

・電話番号：0233-22-3511（従来と変更ありません）

・ＦＡＸ：0233-22-4572

・移転月日：平成２４年４月９日（月）

【新潟県】

組合員名：神山物産株式会社 長岡支店

・新住所：〒954-0124 長岡市中之島 1781 番 26(中之島流通団地内)

・電話番号：0258-66-7610 ＦＡＸ：0258-66-7615

・営業開始日：平成２４年３月１９日（月）

【鹿児島県】

組合員名：株式会社 ベルデ九州 鹿児島営業所

・新住所：〒891-0115 鹿児島市東開町 4 番 24 号

・電話番号：099-210-4107 ＦＡＸ：099-210-4108

・営業開始日：平成２４年３月５日（月）

組合員代表者変更

【岩手県】

組合員名：小田島商事株式会社

・新代表者名：小田島 隆 氏（旧代表者名：泉澤 兵三 氏）

泉澤兵三氏は相談役となりました。

（平成２４年３月２７日付け）

住所表示変更

【山口県】

行政による表示変更
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・組合員名：三笠産業株式会社

新住所：〒754-0005 山口市小郡山手上町 1-10

（旧住所：〒754-0002 山口市小郡下郷 811-1）

【熊本県】

４月１日より熊本市が政令指定都市移行に伴う変更

・組合員名：ヒノマル株式会社

新住所：熊本市中央区九品寺 5-7-29(旧住所：熊本市九品寺 5-7-29)

・組合員名：前田農薬株式会社

新住所：熊本市中央区国府 1-13-3(旧住所：熊本市国府 1-13-3)

・組合員名：グリーンテック株式会社

新住所：熊本市東区御領 8-6-47(旧住所：熊本市御領 8-6-47)

・組合員名：株式会社ベルデ九州熊本営業所

新住所：熊本市南区近見 8-6-101(旧住所：熊本市近見 8-6-101)

・組合員名：九州日紅株式会社

新住所：熊本市南区城南町赤見 1250(熊本市城南町赤見 1250)

組合員の訃報

１．師
もろ

定
さだ

株式会社会長高松正雄さま

高松正雄様におかれましては平成２４年３月２日（金）ご逝去され、葬儀は３月４日

（日）近親者のみにて執り行われました。なお、社葬は以下により執り行われました。

師
もろ

定
さだ

株式会社会長高松正雄さま社葬

日時：平成２４年３月２３日（金）１２：００～１３：００

場所：いちやなぎ中央斎場 「春夏秋冬の間」 名古屋市千種区千種 2-19-1

喪主：高松正敏氏（師定株式会社代表取締役社長）

２．山陽薬品株式会社取締役会長武市敏男さま

山陽薬品株式会社取締役会長武市敏男さまにおかれましては平成２４年２月２８日

（火）ご逝去されました。なお、故人の遺志に依り家族葬にて執り行われました。

通夜：平成２４年３月１日（木）１８：００～

告別式：平成２４年３月２日（金）１１：００～

場所：エヴァホール岡山 岡山市中区平井 1329-1

喪主：武市康則氏
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３．山陽薬品株式会社取締役相談役大森 主さま

山陽薬品株式会社取締役相談役大森主さまにおかれましては平成２４年３月１日（木）ご

逝去されました。なお、故人の遺志に依り家族葬にて執り行われました。

通夜：平成２４年３月２日（金）１８：００～

告別式：平成２４年３月３日（土）１４：００～

場所：エヴァホール倉敷 倉敷市二日市 511-1

喪主：大森 茂氏

４．山陽薬品株式会社取締役会長武市敏男儀、取締役相談役大森主儀の社葬

（山陽薬品株式会社・山陽化成株式会社合同葬）

日時：平成２４年４月４日（水）１２：００～１３：３０

場所：岡山国際ホテル「瑞光の間」岡山市中区門田本町 4-1-16

葬儀委員長：全国農薬協同組合理事長 青木邦夫

全国農薬協同組合の礎を築いた初代理事長大森 主さま、3 代目理事長 武市敏男さま

山陽薬品株式会社 故武市敏男、故大森 主さま合同葬の報告

生前のお二人のお写真
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青木葬儀委員長の告別の辞

本日山陽薬品株式会社様、山陽化成株式会社様の合同葬が執り行われるに当たり、全国

農薬協同組合を代表して創業者お二人のご霊前にお別れの言葉を申し上げます。

「棺を蓋いて事定まる」という言葉があります。

棺の蓋をした後にその生前においての真価が決定

するという意味です。

会長の武市敏男様が行年八十九歳、相談役の大

森主様が九十三歳。そして、亡くなられた日も、

武市会長が二月二十八日、大森相談役が二日遅れ

の三月一日、後を追うように仲睦まじく旅立たれ

ました。仕事も二人三脚、あの世へも二人三脚、

まさに巨星墜つの寂莫を禁じ得ません。

世間では一般に長生きした人のことを大往生と言っていますが、そうではありません。

生前の善悪や真価も含めて大往生と言うのです。そういう意味でお二人はまさに大往生で

した。大正、昭和、平成と波瀾万丈の時代の流れのなかで凛としてその生涯を全うされま

した。「生者必滅」「会者定離」浮き世の掟とは申せ、私共全国農薬協同組合関係者は一家

の大黒柱を失ったような深い悲しみに包まれています。

お二人は戦後の荒廃した世情の中で食糧の安定供給に係る事業として、昭和二十七年二

月山陽薬品株式会社を設立されました。以来お二人の努力は他を凌ぎ岡山に山陽薬品有り

との存在感のある企業として注目を集めました。当時、この業界では先人たちが系統組織

に対抗する商系結束の組織作りに何度も挑戦されましたが残念ながら結実を見ることが出

来ませんでした。 大森様はその顛末のすべてを分析しその主因は「他人任せ体制」と「悪

平等」にあると結論され、これを打破するには商系の組合を株式会社的な組織にすべきで

あると繰り返し力説されました。これを機に商系組合の自立機運がたかまり農林水産省の

ご支援と三洋貿易さんのご協力により昭和四十年全国農薬協同組合が設立され、初代理事

長として就任されました。以来二五年間の長きにわたり全農薬理事長として今日の全農薬

の礎づくりにご尽力され大きく貢献をされました。

この功績が認められ、昭和五十二年には藍綬褒章を平成２年に勲四等瑞宝章をそれぞれ

受賞されました。 そして、全農薬における大森様のご活躍の陰には絶えず山陽薬品の創

設期にリヤカーを引いて二人三脚で農薬販売に当たられたエピソードの片方の主役である

武市敏男様がいたことは誰もが認めるところであります。

武市様は大森様が全農薬の理事長を勇退されたあと、平成二年から全農薬の理事に就任

され、平成四年には副理事長、平成七年からは全農薬第三代目理事長に就任され三年間そ

の任に当たられました。

お二人が山陽薬品株式会社グループを背負いながら、商系農薬業界全体のためにいかに

ご貢献されたか示すものであります。改めてお二人に対し心から感謝を申し上げる次第で
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あります。また、我々業界の為に、お二人のお力をお貸し頂きました山陽薬品株式会社関

係者の皆様にも深く感謝申し上げます。

山陽薬品株式会社には既に創業者のご子息であられます大森茂社長と武市康則専務が経

営の実務に当たっておられ、会社は安泰であることは何よりも心強い限りではあります。

しかしながら、先代の存在が大きいだけにご子息様たちの喪失感は如何ばかりかと計り知

れないものがあります。

創業六十年年輪に汗あり、智慧有り、誇りあり、社員の皆様におかれましては、先代お

二人が遺された御教訓を守り、大森茂社長様と武市康則専務様の現体制をお支え頂きます

ようお願い申し上げます。

終わりに、私共が故人からご薫陶賜りました数々の教えを胸に関係者心を一つにし、お

二人の足跡を偲びつつ業界発展のために更なる努力する覚悟をお誓い申し上げます。

ここにお二人の御霊前に深く頭を下げ、業界全体の前途に無言の叱咤激励をお送り下さ

いますよう、そしてご遺業の永久ならんことを念じ私の限りない告別の辞といたします。

合掌

平成二十四年四月四日

全国農薬協同組合理事長 青木邦夫

喪主である大森社長、武市専務のお二人からのご挨拶

永久のお別れの様子



10

主 な 行 事 予 定

[全国農薬協同組合]

7 月 10 日（火） 農薬シンポジウム （岐阜市十六プラザ大会議室）

７月１９日（木） 第３９回安全協常任幹事会（全農薬会議室）

賛助会員との意見・情報交換会（東京ガーデンパレス）

９月 ７日（金） 農薬シンポジウム （岩手県北上市）

９月１３日（木） 第２５８回理事会

１０月２６日（金） 監査会

１１月２０日（火） 第２５９回理事会

１１月２１日（水） 第４７回総会・第３５回安全協全国集会・情報交換会（海運クラブ）

第２６０回理事会（海運クラブ）

１２月 ６日（木） 第２６１回理事会

[全国農薬業厚生年金基金]

９月１４日（金） 第６２回理事会、第４８回代議員会

11 月２０日（火）第 63 回理事会、第 49 回代議員会

[その他植防団体総会等]

（一般社）日本植物防疫協会

5 月 15 日（火）理事会（日植防会議室）

5 月 31 日（木）総会（ホテルラングウッド）

（公益財）日本植物調節剤研究協会

5 月 18 日（金）評議員会・理事会

（一般社）農林水産航空協会

5 月 22 日（火）理事会（都道府県会館）

６月 14 日（木）総会（都道府県会館）

（一般財）残留農薬研究所

５月 29 日（火）理事会・評議員会（法曹会館）

（社）緑の安全推進協会

5 月 22 日（火）理事会・総会（南青山会館）
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行政からのお知らせ

１．有機農産物の日本農林規格(JAS)改正について
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２．農業生産工程管理（ＧＡＰ）の共通基盤に関するガイドラインの改正について

平成 24 年 3 月 6 日

【概 要】

農業生産工程管理（ＧＡＰ）の共通基盤に関するガイドラインの改定について

平成２４年２月２９日付けで、「米のカビ染防止のための管理ガイドライン」（農林水産

省消費・安全局）が策定されたことに伴い、以下のとおり、標記ガイドラインのうち、米

に係る「取組事項に関連する法令等」の一部を改定する。

番号７：「取組事項に関連する法令等」に「「米のカビ汚染防止のための管理ガイドライン」

の策定について」（平成２４年２月２９日付け２３消安第５９７０号農林水産省消費・安全

局農産安全管理課長通知）を追加する。

なお、農業生産工程管理（ＧＡＰガイドライン全文については以下のアドレスからご覧い

ただけます。

http://www.maff.go.jp/j/seisan/gizyutu/gap/guideline/pdf/guideline_120306.pdf
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その他のお知らせ
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全農薬ひろば

カタクリ（片栗、英名：Katakuri (Dogtooth violet) 学名：Erythronium japonicum Decne.）

カタクリはユリ科カタクリ属に属する多年草で、学

名は「エリスロニウム・ジャポニクム」といいます。

エリスロニウムとはギリシャ語“赤い”が語源と言わ

れています。早春に 10 cm 程の花茎を伸ばし、薄紫

から桃色のかわいい花を先端に一つ下向きに咲かせま

す。蕾をもったものは芽が地上に出てから 10 日程で

開花しますが、種から開花までは 7 年から 8 年を要し

ます。また、種子からの発芽 1 年目はネギの発芽とよ

く似ており、さび病にも弱く約 8 割がこの病気により

枯死すると言われています。開花時期は 4～6 月で、

花被片とオシベは 6 個。オシベは長短 3 本ずつあり、

葯は暗紫色で長いオシベの葯は短いものより外側にあ

り、先に成熟して裂開します。オシベの花柱はわずかに３に裂けていて、地上に葉を展開

すると同時に開花します。日中に花に日が当たると、花被片が開き反り返りますが、日差

しがない場合は花が閉じたままの状態でいます。開花後は 3 室からなる果実ができ、各室

には数個～20 程の胚珠ができます。平均で 60%程の胚珠が種子となると言われており、

胚珠は長さ 2 mm ほどの長楕円形で早春に地上部に展開し、その後葉や茎は枯れます。地

上に姿を現す期間は 4～5 週間程度で、群落での開花期間は 2 週間ほどです。（参考：ウ

ィキペディア、フリー百科事典）

カタクリは氷河期の植物で、日本が冷温帯落葉広葉樹林（ブナなど）に被われた環境で

広く生育していました。およそ１万年前に氷河期が終わり温暖な気候になると日本の多く

は暖温帯の植物に被われました。そこではカタクリは消滅しましたが、比較的冷涼な山地

の落葉広葉樹林に局部的に生き残りました。現在咲いているカタクリはその子孫で、氷河

期時代からの貴重な植物です。カタクリが現在も生息している理由の一つには、アリとの

密接な関わりがあります。カタクリに脚が生えて移動し訳ではありません。カタクリの種

を運ぶのはアリで、アリの行動半径から推計するとカタクリは１万年に１～5ｋｍ移動した

と言われております。カタクリの種子にはアリが好む薄黄色の「エライオソーム」という

物質が付いており、アリに拾われることによって生育地を広げています。他にもこの様な

植物を総称して「アリ散布植物」と呼ぶことがあります。日本におけるアリ散布植物は、

スミレ属、イチリンソウ属、フクジュソウ属、ミスミソウ属、キケマン属、クサノオウ属、

エンレイソウ属、カタクリ属など約 200 種類ほど存在します。こうして生き延びた、歴史

的にも貴重な氷河期の遺産でもあるカタクリを“天ぷら”や“おしたし”で食すために乱

獲し消滅させてはなりません。都内の練馬区や、埼玉県和光市等の比較的都心に近いとこ

ろでも群生地があります大切に保存しましょう。(M) 花言葉：嫉妬 初恋 情熱


